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(57)【要約】
　本発明は、ユーザの登録を終了する要求を受信し、ユ
ーザが非常サービスに対して登録されているかどうか決
定し、ユーザが非常サービスに対して登録されていると
いう決定に基づいてユーザを非常サービスに登録された
状態に維持し、そしてユーザが非常サービスに対して登
録されているという決定に基づいてユーザが非常サービ
スに登録されていることを示す指示を送信するセッショ
ンコントロールエンティティ、契約エンティティ、方法
及びコンピュータプログラムに関する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの登録を終了する要求(10)を受信する手段(21)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているかどうか決定する手段(22)と、
　非常サービスに対してユーザの登録を終了しない手段(22)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているという決定に基づきユーザが非常サービ
スに対して登録されていることを示す指示(12)を送信する手段(23)と、
を備えたセッションコントロールエンティティ(1)。
【請求項２】
　ユーザの登録を終了する要求(10)を受信する手段(21)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているかどうか決定する手段(22)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているという決定に基づきユーザを非常サービ
スに対して登録された状態に維持する手段(22)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているという決定に基づきユーザが非常サービ
スに対して登録されていることを示す指示(12)を送信する手段(23)と、
を備えたセッションコントロールエンティティ(1)。
【請求項３】
　ユーザの登録を終了する要求(10)を受信する手段(21)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているかどうか決定する手段(22)と、
　非常サービスに対するユーザの登録を不変に維持する手段(22)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているという決定に基づきユーザが非常サービ
スに対して登録されていることを示す指示(12)を送信する手段(23)と、
を備えたセッションコントロールエンティティ(1)。
【請求項４】
　ユーザに関する少なくとも１つの登録を終了する手段(22)を更に備え、少なくとも１つ
の登録は、非常サービスに対する登録を含まない、請求項１から３のいずれかに記載のセ
ッションコントロールエンティティ(1)。
【請求項５】
　前記ユーザは、
　－ユーザアイデンティティ、
　－パブリックアイデンティティ、又は
　－ＩＭＰＵ、
のうちの１つを含む、請求項１から４のいずれかに記載のセッションコントロールエンテ
ィティ(1)。
【請求項６】
　前記指示は、
　－前記要求に応答して、
　－拒絶において、
　－応答において、
　－ダイアメータープロトコルに基づいて、及び／又は
　－登録終了回答メッセージ（ＲＴＡ）において、
のうちの少なくとも１つで送信される、請求項１から５のいずれかに記載のセッションコ
ントロールエンティティ(1)。
【請求項７】
　前記指示は、インターネットプロトコルマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）の実験
結果コードを含む、請求項１から６のいずれかに記載のセッションコントロールエンティ
ティ(1)。
【請求項８】
　前記要求は、
　－契約エンティティ(HSS2)から受け取られる要求、
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　－登録解除、及び／又は
　－ネットワーク開始の登録解除、
のうちの少なくとも１つを含む、請求項１から７のいずれかに記載のセッションコントロ
ールエンティティ(1)。
【請求項９】
　ユーザの登録を終了する要求(10)を送信する手段(23)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているという指示(12)を受信する手段(21)と、
　受信した指示に基づいてユーザの登録をアクティブな状態に維持する手段(22,23)と、
を備えた契約エンティティ(2)。
【請求項１０】
　前記指示は、
　－前記要求に応答して、
　－拒絶において、
　－応答において、
　－ダイアメータープロトコルに基づいて、及び／又は
　－登録終了回答メッセージ（ＲＴＡ）において、
のうちの少なくとも１つで受信される、請求項９に記載の契約エンティティ。
【請求項１１】
　ユーザの登録を終了する要求(10)を受信する段階と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているかどうか決定する段階(11)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているという決定に基づきユーザを非常サービ
スに対して登録された状態に維持する段階(11)と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されているという決定に基づきユーザが非常サービ
スに対して登録されていることを示す指示(12)を送信する段階と、
を備えた登録方法。
【請求項１２】
　ユーザの登録を終了する要求(10)を送信する段階と、
　ユーザが非常サービスに対して登録されていることを示す指示(12)を受信する段階と、
　受信した指示に基づいてユーザの登録(13)をアクティブな状態に維持する段階と、
を備えた登録方法。
【請求項１３】
　前記終了要求(10)は、ネットワーク開始の登録解除を含む、請求項１１又は１２に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記終了要求(10)は、ネットワーク開始の登録解除を含む、請求項９又は１０に記載の
契約エンティティ(2)。
【請求項１５】
　コンピュータのメモリにロードされるときに請求項１１ないし１３のいずれかに記載の
段階を生じさせるコード手段を備えたコンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、登録のためのメカニズムに関する。より詳細には、本発明は、非常サービス
のためのユーザ登録を維持する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）により定義されたＩＰ（インター
ネットプロトコル）マルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）内では、インターネットエン
ジニアリングタスクフォース（ＩＥＴＦ）により定義されたセッションイニシエーション
プロトコル（ＳＩＰ）が通信コントロールに使用される。ＳＩＰは、１人以上の参加者と
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のセッションを生成し、変更し及び終了するためのアプリケーションレイヤコントロール
プロトコルである。これらのセッションは、インターネットマルチメディア会議、インタ
ーネット電話コール、及びマルチメディア配布を含む。セッションのメンバーは、マルチ
キャスト、ユニキャスト関係のメッシュ、又はそれらの組み合わせを経て通信することが
できる。セッションデスクリプションプロトコル（ＳＤＰ）は、マルチメディアセッショ
ンにおけるメディアストリームに関する情報を搬送して、セッションデスクリプションの
受信者がセッションに参加できるようにするプロトコルである。ＳＤＰの提案及び回答は
、ＳＩＰメッセージで搬送することができる。ＩＥＴＦによりダイアメーター(diameter)
プロトコルが定義されており、これは、ネットワークアクセス又はＩＰ移動のようなアプ
リケーションのための認証、許可及びアカウント（ＡＡＡ）フレームワークを与えること
が意図されている。
【０００３】
　一般的に、ユーザ装置のようなネットワーク要素と、別の通信装置又はユーザ装置、デ
ータベース、サーバー、等との間に通信接続を適切に確立し及び取り扱うために、異なる
通信ネットワークに属するコントロールネットワーク要素、サポートノード、サービスノ
ード及びインターワーキング要素のような１つ以上の中間ネットワーク要素が含まれる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　又、ＩＭＳ非常サービスのための手順が３ＧＰＰによって定義されている。非常コール
は、非常サービスの一例である。ＩＭＳ非常セッションを確立する前に、ユーザ装置（Ｕ
Ｅ）をＩＰ接続アクセスネットワーク（ＩＰ－ＣＡＮ）に取り付けねばならず、且つロー
カル規定により要求される場合には、ＩＭＳに登録しなければならない。しかしながら、
ＩＭＳ非常登録は、ホーム加入者サーバー（ＨＳＳ）において通常のＩＭＳ登録と区別す
ることができない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、ユーザの登録を終了する要求を受信し、ユーザが非常サービスに登録されて
いるかどうか決定し、その決定に基づいてユーザが非常サービスに登録されている場合に
は、非常サービスに登録された状態にユーザを維持し、そしてその決定に基づいてユーザ
が非常サービスに登録されている場合には、ユーザが非常サービスに登録されていること
を示す指示を送信することを含む装置、方法及びコンピュータプログラム製品を提供する
ことにより、前記欠点を克服する。
【０００６】
　前記装置、方法及びコンピュータプログラム製品は、ユーザに関連した少なくとも１つ
の登録を終了することを含み、その少なくとも１つの登録は、非常サービスに対する登録
を含まない。
【０００７】
　ユーザは、ユーザアイデンティティ及び／又はパブリックアイデンティティ及び／又は
ＩＭＰＵを含むか、又はそれにより識別される。
【０００８】
　前記指示は、
　－要求に応答して、及び／又は
　－拒絶において、及び／又は
　－応答において、及び／又は
　－ダイアメータープロトコルに基づいて、及び／又は
　－登録終了回答メッセージ（ＲＴＡ）において、
送信される。
【０００９】
　前記指示は、インターネットプロトコルマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）の実験
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結果コードを含む。
【００１０】
　前記要求は、
　－契約エンティティから受け取られる要求、及び／又は
　－登録解除、及び／又は
　－ネットワーク開始の登録解除、
を含む。
【００１１】
　更に、ユーザの登録を終了する要求を送信し、ユーザが非常サービスに登録されている
ことを示す指示を受信し、そしてその受信した指示に基づきユーザの登録をアクティブに
維持するための装置、方法及びコンピュータプログラムが提供される。
【００１２】
　前記指示は、
　－要求に応答して、及び／又は
　－拒絶において、及び／又は
　－応答において、及び／又は
　－ダイアメータープロトコルに基づいて、及び／又は
　－登録終了回答メッセージ（ＲＴＡ）において、
受信される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の実施形態は、次の効果の１つ以上を有する。
　－ＨＳＳは、ユーザのアクティブな非常登録が分かる。
　－ユーザの通常の登録を終了しても、ユーザのアクティブな非常登録を、生きた状態に
保つことができる。
　－非常センターからのコールバックを行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の態様に基づく当該ネットワーク要素間のシグナリング及びインターフェ
イスを示す。
【図２】本発明の態様を具現化する装置の内部構造及び機能を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　ＩＭＳネットワークには、異なる形式のネットワークエンティティ及びファンクション
が存在する。コールセッションコントロールファンクション（ＣＳＣＦ）は、ＳＩＰレイ
ヤにおいてセッションコントロールファンクションを具現化する。ＣＳＣＦは、プロキシ
ーＣＳＣＦ（Ｐ－ＣＳＣＦ）、サービングＣＳＣＦ（Ｓ－ＣＳＣＦ）、又は質問ＣＳＣＦ
（Ｉ－ＣＳＣＦ）として働くことができる。Ｐ－ＣＳＣＦは、ＩＭＳ内のユーザ装置（Ｕ
Ｅ）の第１の接触点であり、Ｓ－ＣＳＣＦは、ネットワークにおけるセッション状態を取
り扱い、Ｉ－ＣＳＣＦは、主として、ネットワークオペレータの加入者、又はネットワー
クオペレータのサービスエリア内に現在位置するローミング加入者を行先とする全てのＩ
ＭＳ接続に対するオペレータネットワーク内の接触点である。
【００１６】
　Ｉ－ＣＳＣＦにより遂行されるファンクションは、例えば、ＳＩＰ登録を行うユーザに
Ｓ－ＣＳＣＦを指定し、そして別のネットワークから受信したＳＩＰ要求をＳ－ＣＳＣＦ
に向けてルーティングすることである。Ｓ－ＣＳＣＦは、ＵＥのためのセッションコント
ロールサービスを遂行することができる。これは、サービスをサポートするためにネット
ワークオペレータにより必要とされるセッション状態を維持し、そしてレジスタとして働
き、即ち登録要求を受け容れて、その情報を、位置サーバー（例えば、ＨＳＳ）を通して
利用できるようにする。Ｓ－ＣＳＣＦは、このＳ－ＣＳＣＦによってホストされるユーザ
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への中心点である。Ｓ－ＣＳＣＦは、登録ユーザ及び未登録ユーザにそれが指定されたと
きそれらユーザにサービスを提供することができる。この指定は、ホーム加入者サーバー
（ＨＳＳ）に記憶される。
【００１７】
　ＨＳＳは、所与のユーザのためのマスターデータベースである。これは、コール／セッ
ションを実際に取り扱うネットワークエンティティをサポートするために契約関連情報を
含むエンティティである。一例として、ＨＳＳは、認証、許可、ネーミング／アドレッシ
ング分析、位置依存性、等を解消することによりルーティング／ローミング手順を完了す
るためにコールコントロールサーバー（ＣＳＣＦ）にサポートを与える。
【００１８】
　ＨＳＳは、次のユーザ関連情報を保持するという役割を果たす。
　－表示名を含むユーザ識別、ナンバリング及びアドレッシング情報；
　－ユーザセキュリティ情報、即ちパスワード情報のような認証及び許可のためのネット
ワークアクセスコントロール情報；
　－システム間レベルのユーザ位置情報、即ちＨＳＳは、ユーザ登録をサポートし、そし
てシステム間位置情報、等を記憶する；及び
　－ユーザプロフィール情報。
【００１９】
　ＩＭＳパブリックユーザアイデンティティ（ＩＭＰＵ）は、他のユーザとの通信を要求
するためにユーザにより使用されるユーザアイデンティティである。このＩＭＰＵは、Ｓ
ＩＰユニフォームリソース識別子（ＵＲＩ）又はＥ．１６４番号の形態をとることができ
る。各ＩＭＳサブシステム加入者は、１つ以上のパブリックユーザアイデンティティを有
する。少なくとも１つのパブリックユーザアイデンティティをＩＭサービスアイデンティ
ティモジュール（ＩＳＩＭ）に記憶することができる。ＵＥは、ＩＭＳからより多くのパ
ブリックアイデンティティを受け取り、それらをＨＳＳに記憶することができる。
【００２０】
　ＩＭＳプライベートユーザアイデンティティ（ＩＭＰＩ）は、ホームネットワークオペ
レータにより指定されて、例えば、登録、許可、管理及び会計の目的で使用されるユーザ
アイデンティティである。ＩＭＰＩは、ＩＳＩＭに記憶され、又、ＩＭＰＩは、国際移動
加入者アイデンティティ（ＩＭＳＩ）から導出することができる。
【００２１】
　ＣＳＣＦでのＩＭＳ登録において、ユーザ装置（ＵＥ）は、それ自身をＣＳＣＦに特定
の時間中登録し、そしてＣＳＣＦは、ＵＥのサービングＣＳＣＦ（Ｓ－ＣＳＣＦ）となる
。ＵＥがＣＳＣＦに登録される時間は、登録寿命と称される。登録寿命中に、ＵＥの接触
アドレス（ＩＰアドレス）とユーザのパブリックユーザアイデンティティとの間に結合を
生じさせることができる（両方とも登録要求において与えることができる）。
【００２２】
　登録解除(de-registration)とは、ＵＥがサービングコール状態コントロールファンク
ション（Ｓ－ＣＳＣＦ）への現在登録を終了させるプロセスである。登録解除は、実際に
は、登録寿命が０にセットされる登録である。
【００２３】
　ネットワーク開始登録解除とは、例えば、Ｓ－ＣＳＣＦ又はＨＳＳのようなネットワー
ク要素がユーザの登録解除を開始するプロセスである。
【００２４】
　登録終了要求（ＲＴＲ）メッセージとは、ダイアメーターマルチメディアサーバーがユ
ーザの登録解除を要求するためにダイアメーターマルチメディアクライアントに送信する
ダイアメーターコマンドメッセージである。登録終了回答（ＲＴＡ）メッセージとは、既
に受信した登録終了要求メッセージに対する応答としてクライアントが送信するダイアメ
ーターコマンドメッセージである。
【００２５】
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　Ｃｘ基準点又はＣｘインターフェイスは、ＣＳＣＦとＨＳＳとの間のインターフェイス
で、それらの間のデータの転送をサポートするものである。Ｃｘ基準点は、３ＧＰＰ規格
ダイアメーターアプリケーションを伴うダイアメータープロトコルをベースとする。Ｓｈ
インターフェイスは、ＨＳＳとＡＳとの間の対応インターフェイスである。ダイアメータ
ーとは、ＩＥＴＦにより定義されそしてダイヤルアップ又は移動ＩＰのようなネットワー
クアクセスサービスに使用される認証、許可及びアカウンティング（ＡＡＡ）プロトコル
である。ダイアメーターベースのプロトコルは、リモート認証ダイヤルインユーザサービ
ス（ＲＡＤＩＵＳ）プロトコルから進化したものである。
【００２６】
　ダイアメーターマルチメディアクライアント及びダイアメーターマルチメディアサーバ
ーは、ダイアメーターマルチメディアアプリケーションを具現化する。クライアントは、
トランザクションを通常開始する通信ダイアメーターピアの１つである。ダイアメーター
マルチメディアクライアントを具現化する通信要素の例は、Ｉ－ＣＳＣＦ及びＳ－ＣＳＣ
Ｆである。ダイアメーターマルチメディアサーバーの例は、ＨＳＳである。
【００２７】
　属性値対（ＡＶＰ）とは、属性ヘッダ及びそれに対応する値より成る値の一般的な対で
ある。このＡＶＰは、例えば、ルーティング情報、及び認証、許可又はアカウンティング
情報のようなプロトコル特有のデータをカプセル化するのに使用される。ダイアメーター
メッセージは、ＣＳＣＦとＨＳＳとの間に情報を送信するためのＡＶＰを含むことができ
る。
【００２８】
　非常登録とは、非常サービスに使用される接触アドレスへのパブリックユーザアイデン
ティティの結合に関連した特殊な登録である。接触アドレスは、ＳＩＰ接触ヘッダに埋め
込むことができる。非常サービス関連要求は、ＩＭＳにおける通常の要求に勝るプライオ
リティを得ることができる。
【００２９】
　ＩＭＳ登録要求は、非常指示を含む。非常パブリックユーザ識別子の暗示的登録セット
は、ＰＳＴＮからユーザをコールバックするのに使用される関連ＴＥＬ　ＵＲＩを含むこ
とができる。登録の後に、ＵＥは、非常セッション指示及び登録されたパブリックユーザ
識別子を含むＩＭＳセッション確立手順を使用してＩＭＳ非常セッション確立を開始する
ことができる。
【００３０】
　パブリック安全回答点（ＰＳＡＰ）とは、非常コールに回答する役割を果たし且つＰＳ
ＡＰを以前にコールしたユーザへのコールバックを行うことのできる非常サービスのため
のネットワーク要素である。しかしながら、コールバックは、コールバックが行われると
きにユーザがまだ登録されている場合しか成功しない。
【００３１】
　非常コールバックファンクションをサポートするためにはネットワークに現在非常登録
されているユーザを登録解除しないことが有益である。影響を受けるユーザが非常登録さ
れている（そして任意であるが通常登録も並列に有する）場合にＨＳＳから登録終了要求
（ＲＴＲ）が受信されたときにＳ－ＣＳＣＦが何を行うことができるか、現在、定義され
ていない。
【００３２】
　又、Ｓ－ＣＳＣＦがこの場合にＨＳＳ開始登録終了をどのように拒絶するか、又は通常
登録は終了されるがユーザが非常登録を有することをＨＳＳにどのように指示するか、の
手順も応答コードも、現在、定義されておらず、従って、ＨＳＳは、ユーザの状態を登録
されたと保持し、そしてＳ－ＣＳＣＦ名も保持しなければならない（非常コールバックを
可能にするために両方とも必要である）。
【００３３】
　本発明の態様（図１に示す）によれば、セッションコントロールエンティティ１（Ｓ－
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ＣＳＣＦ）がユーザ（例えば、ＵＥ３のユーザ１）に関する登録終了要求１０（例えば、
ＲＴＲメッセージ）を受信したときに、Ｓ－ＣＳＣＦ１は、ＲＴＲを拒絶し、そして応答
メッセージ１２（例えば、ＲＴＡ）において指示（例えば、応答コード）を送信して、Ｈ
ＳＳ２が次のことに気付くようにすることができる。
　－影響を受けるユーザ（例えば、ユーザ１）に関連した通常登録（１つ又は複数）が終
了されること、及び
　－ユーザ（例えば、ユーザ１）が、保持されねばならないアクティブな非常登録を有す
ること。
【００３４】
　本発明の１つの態様によれば、応答１２を受信する結果として、ＨＳＳ２は、ユーザの
状態を登録されたものとして保持し、ユーザの登録者としてＳ－ＣＳＣＦ名を削除しない
（従って、非常コールバックを行うことができる）。
【００３５】
　本発明の別の態様によれば、セッションコントロールエンティティ１（Ｓ－ＣＳＣＦ）
がユーザ（例えば、ＵＥ３のユーザ１）の登録終了要求１０（例えば、ＲＴＲメッセージ
）を受信するときに、Ｓ－ＣＳＣＦ１は、ＲＴＲを受け容れる（即ち、拒絶しない）が、
登録解除されたユーザがまだ非常登録を有していることを応答１２内において指示するこ
とができる。この応答１２を受信すると、ＨＳＳ２は、ユーザの状態を登録されたとして
保持し、そしてＳ－ＣＳＣＦ名をユーザに対してＳ－ＣＳＣＦと指定されたとして保持す
ることができる。
【００３６】
　２つの解決策を述べたが、その相違は、応答が、特殊な応答コードで拒絶と考えられる
か、又は付加的な指示で受け容れと考えられるかである。
【００３７】
　特殊な応答コードでの拒絶は、初期に発売されたＨＳＳ（本発明の態様を具現化してい
ない）でもユーザの登録状態を保持するという効果を有する。
【００３８】
　登録終了要求は、登録解除、例えば、ネットワーク（ＨＳＳ）開始の登録解除であり、
Ｃｘインターフェイスを経て生じる。登録終了要求は、登録を終了すべきユーザアイデン
ティティ（ユーザアイデンティティ、パブリックアイデンティティ、ＩＭＰＵ）を含むこ
とができる。ＩＭＰＵは、ＩＭＰＩで登録することができる。従って、ＲＴＲを経て、Ｉ
ＭＰＵ／ＩＭＰＩ対を登録解除することができる。
【００３９】
　図２は、本発明の態様を具現化する装置の内部構造及びファンクションを例示する。こ
の装置（Ｓ－ＣＳＣＦ、ＨＳＳ２）は、例えば、ダイアメーターメッセージ（ＲＴＡ、Ｒ
ＴＡ）のようなシグナリングメッセージを受信するように構成された受信ユニット２１（
受信器）を有する。受信ユニット２１は、メッセージに関連したユーザ（ユーザアイデン
ティティ、パブリックアイデンティティ、ＩＭＰＵ）が非常サービスに対するアクティブ
な登録を有することを示す指示を受信したメッセージから抽出するよう構成される。処理
ユニット２２（プロセッサ）は、受信したメッセージを処理し、例えば、ユーザの種々の
登録の状態を決定し、例えば、ユーザがアクティブな非常登録を有するかどうか決定する
ように構成される。処理ユニット２２は、ユーザの情報、ユーザアイデンティティ（ＩＭ
ＰＵ）、登録状態、等を維持するように構成されるメモリユニット２４（メモリ）にイン
ターフェイスすることができる。送信ユニット２３（送信器）は、例えば、ダイアメータ
ーメッセージ（ＲＴＡ、ＲＴＡ）のようなシグナリングメッセージを送信するように構成
される。処理ユニット２２は、送信ユニット２３により送信されるメッセージに指示を含
ませるように構成される。その指示は、メッセージに関連したユーザ（ユーザアイデンテ
ィティ、パブリックアイデンティティ、ＩＭＰＵ）が非常サービスに対するアクティブな
登録を有することを示す結果コード又は他の指示である。
【００４０】
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　装置は、例えば、契約エンティティ（ＨＳＳ２）又はセッションコントロールエンティ
ティ（Ｓ－ＣＳＣＦ１）である。
【００４１】
　図２を参照して上述した全てのユニットは、例えば、マイクロプロセッサ、チップ、及
び／又は他の電気的コンポーネントを使用して、及び／又はソフトウェアにより、具現化
される。
【００４２】
　本発明の１つの態様によれば、非常登録を登録解除するのを禁止することができる。３
ＧＰＰの手順は、ＳＩＰレベルにおいて、ＨＳＳ開始の登録解除のケースに通常の登録を
どのように登録解除するか述べている。非常登録については、ＳＩＰ手順は必要とされな
いが、ＨＳＳは、非常登録を使用してＰＳＡＰコールバックを終了するルートに関して、
非常登録があることに気付かねばならず、ＨＳＳでは、ユーザを、登録してＳ－ＣＳＣＦ
に指定した状態に保つことが必要である。
【００４３】
　本発明の１つの態様によれば、Ｓ－ＣＳＣＦは、登録解除されるべきユーザアイデンテ
ィティが非常登録を有する場合には、ＨＳＳ開始の登録終了を拒絶しなければならない。
通常登録（非非常登録）については、Ｓ－ＣＳＣＦは、依然、登録解除手順を通常に遂行
することができる。
【００４４】
　本発明の態様を具現化しないと、Ｓ－ＣＳＣＦは、非常登録を生きた状態に保持しなけ
ればならないことをＨＳＳに指示することができず、従って、ＨＳＳが非常登録ユーザア
イデンティティに対してＨＳＳ開始の登録解除を試みる場合には、その後のＰＳＡＰコー
ルバックが失敗となる。
【００４５】
　本発明の１つの態様によれば、ＨＳＳによるネットワーク開始の登録解除のケースにお
いて、ＨＳＳは、パブリックアイデンティティの状態を「登録されず」へ変更し、そして
登録解除されるべきアイデンティティを示す通知をＳ－ＣＳＣＦへ送信する。ＨＳＳによ
り呼び出される手順は、機能的レベル動作Ｃｘ－Ｄｅｒｅｇｉｓｔｅｒに対応する。非常
登録されたパブリックアイデンティティについては、Ｓ－ＣＳＣＦは、実験結果コード、
例えば、“DIAMETER_ERROR_EMERGENCY_REGIDTRATION”を返送することにより、ネットワ
ーク開始の登録解除を拒絶することができる。このケースでは、ＨＳＳは、登録を保持し
、そして登録状態を変更してはならない。
【００４６】
　本発明の１つの態様によれば、非常登録されたパブリックアイデンティティ（ＩＭＰＵ
）が通常登録も有する場合には、通常登録について、Ｓ－ＣＳＣＦは、３ＧＰＰ手順に述
べられたように理由コードごとに詳細な登録解除手順を遂行することができる。
【００４７】
　本発明の１つの態様によれば、例えば、３ＧＰＰ特有の永久故障結果コードを記述する
３ＧＰＰ仕様書２９．２３０のテーブル８．１．４に新規な結果コードを導入することが
できる。
　実験結果コード：結果テキスト：
　５ｘｘｘ　　　　DIAMETER_ERROR_EMERGENCY_REGIDTRATION
【００４８】
　この結果コードは、ユーザが非常登録されているので、ＨＳＳからのネットワーク開始
の登録解除がＳ－ＣＳＣＦにより拒絶されたときに使用することができる。
【００４９】
　本発明の１つの態様によれば、Ｓ－ＣＳＣＦは、ネットワーク開始の登録解除が生じた
ときに、ユーザの登録状態を非常サービスについて不変に保持する。
【００５０】
　セッションコントロールエンティティ及び契約エンティティは、データ送信及び処理タ
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スクをサポートできるスイッチ、ルーター、サーバー又は他のハードウェアプラットホー
ム又は電子装置において物理的に具現化されてもよいし、又は他の既存の装置のコンポー
ネントとして具現化することもできる。
【００５１】
　上述した本発明の目的について、次のことに注意しなければならない。
　－ネットワーク要素又はノードへ及びそこからシグナリングを転送するところのアクセ
ス技術は、（例えば、ベースステーション又は一般的にはアクセスノードを経て）ノード
がアクセスネットワークにアクセスできるようにする任意の技術でよい。ＷＬＡＮ（ワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク）、ＷｉＭＡＸ（マイクロ波アクセスのためのワール
ドワイド相互運用性）、ＢｌｅｕＴｏｏｔｈ、赤外線、等の任意の現在又は将来の技術を
使用することができ、それら技術は、ほとんど、例えば、異なる無線スペクトルにおける
ワイヤレスアクセス技術であるが、本発明の感覚でのアクセス技術は、ワイヤ結合技術、
例えば、ケーブルネットワーク又は固定ラインのようなＩＰベースのアクセス技術だけで
なく、回路交換アクセス技術も暗示しており、又、アクセス技術は、パケット交換及び回
路交換のような少なくとも２つのカテゴリ又はアクセスドメインにおいて区別できるが、
３つ以上のアクセスドメインの存在も、本発明の適用を妨げるものではない。
【００５２】
　－使用可能なアクセスネットワークは、ステーション、エンティティ、又は他のユーザ
装置がアクセスネットワークにより提供されるサービスに接続でき及び／又はそれを利用
できるようにするデバイス、装置、ユニット又は手段であり、そのようなサービスは、と
りわけ、データ及び／又は（オーディオ）ビジュアル通信、データダウンロード、等を含
む。
【００５３】
　－ユーザ装置は、システムユーザ又は加入者が、移動電話、パーソナルデジタルアシス
タントＰＤＡ、又はコンピュータのようなアクセスネットワークからのサービスを経験で
きるようにするデバイス、装置、ユニット又は手段である。
【００５４】
　－おそらくソフトウェアコード部分として具現化され、そして（デバイス、装置及び／
又はそのモジュールの例として、或いは装置及び／又はそのモジュールを含むエンティテ
ィの例として）ネットワーク要素又はターミナルにおいてプロセッサを使用して実行され
る方法ステップは、ソフトウェアコード独立であり、そして方法ステップにより定義され
る機能が保存される限り、既知の又は将来開発されるプログラミング言語を使用して指定
することができる。
【００５５】
　一般的に、方法ステップは、具現化される機能に関して本発明の考え方を変更すること
なく、ソフトウェアとして具現化されるか又はハードウェアにより具現化されるのに適し
ている。
【００５６】
　おそらくターミナル又はネットワーク要素或いはそのモジュールにおいてハードウェア
コンポーネントとして具現化されるべき方法ステップ、及び／又はデバイス、装置、ユニ
ット又は手段は、ハードウェア独立であり、そして既知の又は将来開発されるハードウェ
ア技術或いはそれらの混成、例えば、ＭＯＳ（金属酸化物半導体）、ＣＭＯＳ（相補的Ｍ
ＯＳ）、ＢｉＭＯＳ（バイポーラＭＯＳ）、ＢｉＣＭＯＳ（バイポーラＣＭＯＳ）、ＥＣ
Ｌ（エミッタ結合ロジック）、ＴＴＬ（トランジスタ・トランジスタロジック）、等を使
用し、又、例えば、ＡＳＩＣ（特定用途向けＩＣ（集積回路））コンポーネント、ＦＰＧ
Ａ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）コンポーネント、ＣＰＬＤ（コンプレック
スプログラマブルロジックデバイス）コンポーネント、又はＤＳＰ（デジタルシグナルプ
ロセッサ）コンポーネントを使用して具現化することができ、更に、おそらくソフトウェ
アコンポーネントとして具現化される方法ステップ及び／又はデバイス、ユニット又は手
段は、例えば、認証、許可、キーイング、及び／又はトラフィック保護を行うことのでき
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【００５７】
　－デバイス、装置、ユニット又は手段は、個々のデバイス、装置、ユニット又は手段と
して具現化できるが、これは、デバイス、装置、ユニット又は手段の機能が保存される限
り、それらがシステム全体にわたって分散形態で具現化されることを除外するものではな
い。
【００５８】
　－装置は、半導体チップ、チップセット、或いはそのようなチップ又はチップセットを
含む（ハードウェア）モジュールにより表されるが、これは、装置又はモジュールの機能
が、ハードウェア実施されるのではなく、プロセッサ上で実行され／ランされる実行可能
なソフトウェアコード部分を含むコンピュータプログラム又はコンピュータプログラム製
品のような（ソフトウェア）モジュールにおけるソフトウェアとして具現化される可能性
を除外するものではない。
【００５９】
　デバイスは、互いに協働して機能するか、又は、例えば、同じデバイスハウジング内で
互いに独立して機能するかに関わらず、装置として、又は２つ以上の装置のアッセンブリ
としてみなされてもよい。
【００６０】
　本発明は、ＩＭＳネットワークにおける登録の取り扱いに限定されず、同様の種類のセ
ッションコントロールエンティティ及び契約エンティティの役割を有し、且つ非常登録が
ネットワークにより登録解除されずにアクティブに維持されねばならない他の形式のネッ
トワークにも適用することができる。上述したゲートウェイエンティティ及びセッション
コントロールエンティティのファンクションは、コード手段によりソフトウェアとして実
施されて、コンピュータのメモリにロードされてもよい。
【符号の説明】
【００６１】
　１：セッションコントロールエンティティ
　２：ホーム加入者サーバー（ＨＳＳ）
　１０：登録終了要求
　１２：応答
　２１：受信ユニット
　２２：処理ユニット
　２３：送信ユニット
　２４：メモリユニット
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